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◎社外仕入先管理 4原則
(品質保証規程24項目 第9規程 社外仕入先管理 より)

＜社外仕入先管理の４原則＞

(品質保証規程24項目 第9規程 社外仕入先管理 より)

社外仕入先の管理に当たっては、次の項目を守り、実施する。

１）品質保証確認書）品質保証確認書
取引先の保証体制及び管理体制の確認

２）安全検証チェックリスト

使用している原材料 商品規格 表示の適正 微生物検査 アレルゲン検使用している原材料、商品規格、表示の適正、微生物検査、アレルゲン検
査などについて確認
３）品質監査

導入時初回監査 定期監査の実施導入時初回監査、定期監査の実施
４）安全検査

原材料及び商品の安全確認（微生物、アレルゲン、残留農薬、添加物等）

国内、海外とも原則として、最終的に製品の規格、開発に
関わっている箇所（また その販売者）が関わっている箇所（また、その販売者）が

管理を行い、上記書類、監査等の計画を進めること。
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オーストラリア主要拠点

東海岸を拠点に牛の肥育・処理・輸出を行っています！

ＴＢＳ工場
・オーキーホールディングス

（シーライト牧場/ワイアラ牧場ワイアラ牧場）

～育種・肥育～

オーキー工場

牧場
・オーキーオーキー(Oakey)(Oakey)工場工場

～処理～

ワイアラ牧場

ウィンガム工場

・オ キオ キ (Oakey)(Oakey)工場工場
・ウィンガムウィンガム(Wingham)(Wingham)工場工場

・TThomas homas BBorthwick & orthwick & SSonsons工場工場

オーストラリア日本ハム

・オーストラリア日本ハム

～輸出～

シーライト牧場

※オーストラリア日本ハムがオーストラリア
～国内販売～

本 ムグ プ
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※オ ストラリア日本ハムがオ ストラリア
国内事業全体の統括を行っております。

肥育から販売まで一貫体制を敷くことでお客様の様々なご要望にお応えします。

・日本ハムグループ

ワイアラ牧場紹介①

グループ事業の生体供給を一手に担っています！ 衛星写真

会社概要

■設立年度：1987年
■肥育開始年度：1990年～
■本社所在地：クイーンズランド州テキサス市

(Texas, QLD)-QLD州とNSW州の州境
事業規模■事業規模

総敷地面積 ---- 5,316ヘクタール
最大肥育可能頭数 ---- 50,000頭 (ライセンスは75,000頭)
現在の肥育頭数 ---- 37,000頭(様々な要因で変動)
ペン総数 ---- 242ペン総数
穀物貯蔵可能数量 ---- 96,000トン
水年間使用可能数量---7,700メガリットル

メリット：安心安全はもちろん、日本人の嗜好性に合わせた
穀物肥育、計画的な数量生産が可能。 ブリスベンより車で約４時間。広大な土地でストレスを

日本国内で取り扱うＰＢブランド牛はすべて
ワイアラ牧場で大切に育てられた牛です！

穀物肥育、計画的な数量 産 可能。 ブリス ンより車で約４時間。広大な土地でストレスを
最小限に抑えた肥育が行われております。
オーストラリア国内でも単独では最大級の規模を誇りま
す。
上記写真は、敷地の一部。
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